
学校教育目標 「失敗を恐れずに未来に向かってたくましく生き抜く子どもの育成」
令和７年９月22日（月）No.12

文責：校長 藤谷 寛

９月９日10日の２日間、６年生が函館への修学旅行に行ってきました。そこで今回の学校報

は特別編として９人の修学旅行記をお送りします。

友だちとの思い出、たくさんの新しい発見等、９人の特別な時間をどうぞお楽しみください。

１日目(9/9)

８：２７

すでに笑顔を押さえられない状態ではあるものの、しっかりと整列して

出発式を行えるところは、さすが６年生。たくさんの思い出を作ることを

胸に、教育バスで東能代駅へ。児童たちの熱烈なお見送りに手を振り、一

泊二日の修学旅行をスタートさせました。

１１：２５

新幹線はやぶさに乗車。ここからおやつ解禁となり、交換会がスタートしまし

た。私も混ぜてもらい、ハイチュウ、カントリーマアム等、「これぞ修学旅行！」

というお菓子をいただく中、ある子から進められたのがピーナッツ。しかも業務

用の大袋。これには引率の身であることを忘れてしまいそうになりましたが、歯

を食いしばって、お茶で流し込みました。

１２：５７

函館到着。ホテルに荷物を預けて、早速班別自主研修に出発です。子ど

もたちはこの日最速のスピードで函館の街へと消えていきました。なお、

この写真は集合写真（卒業アルバム用）を撮る校長。余談ですが私の妻は

この写真を見て、「ただの現地カメラマン」と腹を抱えて笑っていました。

１６：１５

自主研修の時間は昼食時間を含めて４時間２０分。ゆっくり計画通りに

行動しても余裕あり。その結果、１時間前には集合してしまった皆さん。

添乗員さんにまだ早いと言われ、近くの護国神社に向かったグループは「な

でふくろう像」に遭遇し、激なで。「不苦労」とも書ける縁起物。御利益が

ありますように。

１７：２０

結局予定より１便早め、夜景とはほど遠い景色を眺めながら函館山へ。

しかし、外国人観光客への浅小パンフレット配布に悪戦苦闘しているうち

に、日は沈み夜景モードへ。「曇り空でもきれいな夜景が見れるんだな」と、

当たり前すぎる感想をそっと胸にしまい、夜景を楽しみました。
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２０：１０

夕食は「函館ジンギスカン」。私の前に座ったこの二人の「ゆっくり永遠

に」という大食いスタイルには度肝を抜かれました。食事後（９時頃）ホ

テルへ。「えっ！」と思うほど速攻就寝する子もいて、２２時の消灯時刻に

はフロアが静まりかえりました。引率史上初、見回りのない夜でした。

２日目(9/10)

８：１５

ロビーにあまりスペースがなく、他のチェックアウトと重なり皆さん忙

しそうだったので、退館式カットも検討しましたが、予定通り実行。姿勢、

声量等これがまた立派で、ホテルの方からも感謝のお言葉をいただきまし

た。こういうところが浅小生なのだと、感動しながら２日目のスタートを

切りました。

９：０７

ホテルでの様々な善行はすぐに反映され、曇りの予定が快晴の五稜郭と

なりました。修学旅行と五稜郭と言えば、なでることで頭がよくなると言

われている「武田斐三郎のレリーフ」。私は今までこんなに群がる人たちを

見たことがありません。なおこの子たちは前日の「なでふくろう」と合わ

せ、函館学力向上イベントコンプリートであることをお伝えしておきます。

１０：１０

函館ならではの市電に乗車し、五稜郭からベイエリアへ。いよいよ昼食＆

買い物タイムに突入です。制限時間は３時間。ちなみに私は「塩ラーメン食

べるなら最近はここ！」という店を検索し、30分並んで食しましたが、吾作

の勝利。みんながどんな３時間を過ごしたか詳しくは分かりませんが、私の

時間の使い方が一番下手くそだったことは間違いありません。

１３：３７

楽しい時間を過ごした９人はほぼ予定時刻に全員集合。「ちゃんと班で行

動し、しっかり時間を守り、なおかつ仲良く過ごせる子どもたちと修学旅

行に行けることは教師としてとても幸せなこと！」。ずっと感じていたこと

をこの場を借りて伝えさせていただきます。

１６：２０

はやぶさ、つ

がると乗り継い

で能代へ。最後

まで元気な皆さ

んでした。

この写真はつがる乗車時のもの。＊＊さんは私と座ってくれていたので残念ながら写真なし。

あいさん、２時間も隣に座ってくれてどうもありがとう。

なお、つがる乗車時から最後のおやつ解禁。「最後まで楽しみ尽くすぞ！」と、

在庫一斉処分のスタート。そのとき、「先生食べます？」の声。子どもたちの優

しさに浸りながら差し出した手に渡されたものは、「ピーナッツ業務用の大袋」。

「まだあったのか、おまえ！」。私にとって函館の味とは、ジンギスカンでもな

く、塩ラーメンでもなく、ピーナッツとなった瞬間でした。


